


市
阿
村
合
併
に

関
す
る
情
報
ω

０
沖
縄
県
に
お
け
る
市
町
村
合
併

の
推
進
状
況

現
在
、
県
内

に
お

い
て
法
定

協
議
会
を
設
置
し
て
合
併
に
取

り
組
ん
で
い
る
市
町
村
は
宮
古

地
区
、
「具
志
川
市

・
石
川
市

・
勝

連
町

・
与
那
城
町
」
地
区
、
「伊
平

屋
村

・
伊
是
名
村
」
地
区
、
八
重

山
地
区
、
「南
風
原
町
。東
風
平
町
・

大
里
村

・
具
志
頭
村
」
地
区
、
「佐

敷
町

・
知
念
村

・
玉
城
村

・
与
那

原
町
」
地
区
、
「中
城
村

・
北
中
城

村
」
地
区
の
七

カ
所
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ

の
地
域

で
合
併
に
関
す

る

継
続
的
な
協
議
を
行

っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
合
併
が
ま
と
ま
れ
ば
、

現
在
あ
る
五
十

二
市
町
村
が
三

十
四
に
再
編
さ
れ
る
。

ま
た
、
県
は
こ
れ
ま
で
北
部
市

町
村
の
合
併
基
本
パ
タ
ー
ン
「名

護
市
。本
部
町
。今
帰
仁
村
・伊
江

村
・伊
平
屋
村
。伊
是
名
村
」
地
区
、

「国
頭
村
。大
宜
味
村
・東
村
」
地
区
、

「金
武
町
・宜
野
座
村
・恩
納
村
・
石

川
市
」
地
区
を
示
し
て
き
た
が
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で

一
つ
の
た
た
き
台

で
あ

っ
て
、
具
林
的
に
は
各
市
町

村
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
い
る
。

県
と
し
て
は
第

二
十

七
次
地

方
制
度
調
査
会

の
答
申
を
踏
ま

え
て
、
今
後
と
も
、
県
内
に
お
け

る
合
併
に
向
け
て
の
市
町
村
体

制
を
指
導
、
支
援
を
行
い
な
が
ら

強
力
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
る
。

●
北
部
地
域
に
お
け
る
状
況

北
部
地
域
で
は
伊
江
村
が
す
で

●

/

に
住
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
合

併
を
し
な
い
決
定
を
下
し
て
い
ま

す
。
伊
平
屋
村
、
伊
是
名
村
に
つ
い

て
は
法
定
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、

合
併
特
例
法
の
期
限
内
合
併
を
目

指
し
て
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
帰
仁
村
と
し
て
は
、
県
が
示

し
た
合
併
パ
タ
ー
ン
を
尊
重
し
つ

つ
、
合
併
問
題
に
は
取
り
ま
と
め

役
な
く
し
て
は
進
展
し
な
い
の
で

北
部
の
中
核
都
市
で
、
北
部
地
区

の
総
人
日
の
半
数
近
く
を
抱
え
る

名
護
市
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ツ
プ
に
期

為
脚

①

鶉柳０

待
す
る
と
と
も
に
、
名
護
市
に
対

し
て
本
部
町
と
と
も
に
合
併
協
議

会
の
立
ち
上
げ
要
請
を
行

っ
て
い

る
。現

在
、
北
部
十

二
市
町
村
に
お

い
て
は
、
名
護
市
を
中
心
に
北
部

地
区
合
併
問
題
研
究
会

を
設
置

し
て
、
各
市
町
村
の
行
政
制
度
の

現
況
調
査
を
実
施
し
、
現
況
分
析

を
行

っ
て
い
る
。
フ」
れ
は
各
市
町

村

の
現
在

の
財
政
状
況
や
問
題

点
な
ど
を
担
当
者

レ
ベ
ル
で
分

析
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
〈
口
併
に

対
す
る
共
通
理
解
を
深
め
る
の

が
目
的
。

そ
の
中
で
合
併
の
枠
組
み
を
十

二
市
町
村
に
す
る
と
、
広
域
的
な

十
二
万
人
規
模
の
市
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
、
都
市
と
し
て
の
存
在

感
や
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ

る
と
し
た
上
で
、
関
係
市
町
村
が

そ
れ
ぞ
れ
抱
え
て
い
る
主
要
な
政

策
課
題
等
に
つ
い
て
も
、
〈
口
併
後

は
地
域
全
体
の
課
題
と
し
て
捉
え
、

広
域
的
調
整
に
よ
り
効
率
的
な
推

進
が
で
き
る
も
の
と
し
て
い
る
。

こ
の
研
究
会
に
お
い
て
は
今
後
、

担
当
者
レ
ベ
ル
か
ら
三
役
レ
ベ
ル

に
引
き
上
げ
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
る
。

●
な
ぜ
、
△
守
、
合
併
な
の
か
。

県
内
に
お
い
て
は
、
ア」
れ
ま
で

合
併
論
議
は
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い

な
か

っ
た
。
そ
れ
な
の
に
な
ぜ
今

頃
合
併
の
話
を
す
る
の
か
、
疑
問

に
思

っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
平
成
七
年
五
月
に

地
方
分
権
推
進
法
が
制
定
さ
れ
、

分
権
が
進
ん
だ
ら
市
町
村
の
業
務

が
多
く
な
り
、
そ
れ
を
担
う
こ
と

が
で
き
る
か
と
い
う
議
論
は
、
当

然
そ
の
頃
か
ら
出
て
き
て
い
た
。

な
ぜ
気
づ
く
の
が
遅
か
っ
た
の
か
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と
言
う
と
、
ア」
の
法
律
の
制
定
の

も
と
で
地
方
分
権
推
進
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
最
初
か
ら
合
併

の
問

題
を
出
し
た
ら
、
分
権
に
支
障
が

出
る
と
の
こ
と
で
合
併
問
題
は
棚

上
げ
に
し
て
分
権
作
業
を
先
に
進

め
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

そ
し
て
、
分
権
が
進
ん
で
い
く

状
況
の
中
で
、
市
町
村

の
行
財
政

問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
ア」
れ
を

解
決
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の

観
点
か
ら
合
併
問
題
が
出
て
き
た
。

合
併
特
例
法
が
平
成
七
年
に
改
正

に
な

っ
た
と
き
、
大
き
く
変
わ

っ

た
こ
と
は
、
「自
主
合
併
」
と
い
う

こ
と
が
法
律
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
、

「住
民
発
議
」
制
度
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

県
内
で
は
、
今
回
こ
の
住
民
発

議
制
度
を
活
用
し
た
の
が
久
米
島

町
で
あ
り
、
同
町
は
住
民
発
議
の

も
と
で
署
名
活
動
が
行
わ
れ
た
か

ら
合
併
が
成
功
し
た
と
い
わ
れ
て

い
る
。

●
地
方
制
度
調
査
会
答
申
内
容

平
成
十
七
年
二
月

の
市
町
村

合
併
特
例
法

の
期
限
切
れ
を
控

テえ
、
各
地
で
合
併
協
議
が
進
む
中
、

政
府

の
地
方
制
度
調
査
会

は
次

の
よ
う
な
最
終
答
申
を
ま
と
め

た
。

①
都
道
府
県
が
合
併
構
想
を
練
る
。

②
対
象
は
「お
お
む
ね
人
口

一
万

未
満
」
。

③
住
民
に
身
近
な
自
治
を
担
う
地

域
自
治
組
織
を
設
置
。

新
組
織

の
中
で
、
議
会
に
あ
た

る
「地
域
協
議
会
」
の
メ
ン
バ
ー

は
無
報
酬
。
自
治
組
織
の
長
は

基
礎
自
治
体
の
長
が
選
任
す
る

と
し
て
い
る
。

●
平
成
十
七
年
四
月
以
降
の
合
併

推
進
に
つ
い
て

①
平
成
十
七
年
四
月
以
降
も
合
併

に
関
す
る
新
し
い
法
律
を
制
定

し
、
一
定
期
間
さ
ら
に
合
併
を

推
進
す
る
。

②
都
道
府
県
が
市
町
村
合
併
に

関
す

る
構
想

を
想
定
、
ハ
ロ
併

に
関
す

る
あ

っ
せ
ん
、
勧
告

を
実
施
。

③
平
成
十
七
年
二
月
二
十

一
日
ま

で
に
市
町
村
が
議
会
の
議
決
を

経
て
都
道
府
県
知
事
に
合
併
の

申
請
を
行
い
、
平
成
十
八
年
三

月
二
十

一
日
ま
で
に
合
併
し
た

も
の
に

つ
い
て
は
、
現
行

の
合

併
特
例
法

の
規
定
を
適
用
し
、

財
政
支
援
措
置
等
を
講
じ
る
と

し
て
い
る
。

雪
Ｄ
邁
０
０
零
毛
瑞
喫

第
十
四
回

今
帰
仁
村
ふ
れ
あ
い
少
年
の
翼

沖
縄

で
は
味
わ
う

こ
と

の
で

き
な
い
雪
国

の
自
然
や
文
化
を

体
験
し
、
酒
田
市
の
児
童
ら
と
交

流
を
深
め
る
「第
十
四
回
今
帰
仁

村
ふ
れ
あ

い
少
年

の
翼
ス
団
長

座
間
味
法
子
湧
川
小
学
校
長
）
の

一
行
四
十
四
名
が
、
一
一月
十

一
日

か
ら
四
泊
五
日
の
日
程
で
、
今
年

も
山
形
県
酒
田
市
を
訪
れ
た
。

庄
内
空
港

で
の
大
歓
迎

の
横

断
幕
で
迎
え
ら
れ
、
感
激
と
共
に

身

の
引
き
締
ま
る
思
い
出
研
修

の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
翌
日

は
心
待
ち
に
し
て
い
た
羽
黒
山

で
の
ス
キ
ー
教
室
、
酒
田
遊
雪
会

の
皆
さ
ん

の
懇
切
丁
寧
な
指
導

の
お
か
げ

で
全
員
が
滑
れ
る
よ

う
に
な
り
大
満
足
。

三
日
目

の
広
野
小
学
校

で
の

出
会
い
の
会
で
は
「島
唄
」
の
コ
ー

ラ
ス
の
歓
迎

で
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中

「北
前
太
鼓
二
翼
を
下
さ

い
」
。
い
ま
じ
ん
太
鼓
、
鳩
間
節
の

双
方

の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は

心
動
か
さ
れ
た
子
ど
も
達
で
し
た
。

は
じ
め
て
の
民
泊
家
庭

で
の
楽

し
い

一
日
を
体
験
し
た
団
員
、
「酒

田
に
来
て
本
当
に
良
か

っ
た
」
と

目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
達
の
様
子
、

別
れ

の
会

で
の
涙

の
別
れ
を
見

る
に
付
け
、
交
流
の
大
切
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

心
の
翼
を
大
き
く
広
げ
て
飛
び

立

っ
た
子
ど
も
達
は
、
多
く
の
出

会

い
と
感
動
を
何
よ
り

の
心

の

お
み
や
げ
に
、
一
回
り
大
き
く
な
っ

て
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

＞
東
京
タ
ワ
ー
で
買
い
物
を

楽
し
む
四
人
組

＞
全
員
が
滑
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

ス
キ
ー
教
室

▲東京 ドーム前で記念撮影
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去
る

一
月
二

一
日
、
那
覇
・安
里

に
あ
る
ホ
テ
ル
西
武
オ
リ
オ
ン
に

於

い
て
、
七
・
人
期
、
そ
れ
に
有
志

の
会
を
加
え
た
二
者
共
催
に
よ
る
、

徳
山
盛
彦
氏

（七
期
・運
天
）
の
県

教
育
委
員
長
、
及
び
玉
城

（旧
姓
大

城
）
昭
子
氏

（人
期
・兼
次
）
の
県
教

育
委
員
、
同
時
就
任
の
合
同
祝
賀

会
が
開
催
さ
れ
た
。

両
氏
と
そ
れ
ぞ
れ
同
期
生
に
あ

た
る
謝
花
弘
同
窓
会
長
、
同
窓
会

理
事
の
佐
竹
道
憲
氏
を
中
心
に
若

千
名
で
準
備
会
を
持
ち
、
ま
ず
七
・

人
期
生
全
員
、
そ
れ
に
両
期
前
後

の
教
育
関
係
者
を
加
え
て
呼
び
か

け
を
し
た
と
こ
る
、
人
十
名
が
こ

れ
に
呼
応
、
当
日
の
駆
け
込
み
参

加
を
加
え
て
九
十
余
名
が
出
席
し

た
。
予
想
以
上
の
参
加
者
で
会
場

は
熱
気
を
は
ら
み
、
幹
事
側
は
制

約
時
間
を
呪
み
つ
つ
、
ス
ケ
ジ

ュ

ー
ル
を
こ
な
す
の
に
汗
だ
く
の
盛

況
ぶ
り
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
県
教
育
委
員
会
と

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
、
平
た

く
言
え
ば
、
県
下
三
十

一
万
余

の

児
童
生
徒
、
そ
れ
に

一
万
三
千
余

の
教
職
員
が
直
接
か
か
わ
る
孜
育

の
諸
施
策
の
指
針
を
審
議
す
る
行

政
機
関
で
あ
る
。
ア」
の
構
成
委
員

六
名

（県
教
育
長
を
含
め
）
の
中
に
、

本
校
七
・
人
期
の
卒
業
生
二
名
が

運

天

政

一

同
時
に
名
を
連
ね
、
し
か
も

一
人

は
委
員
長
の
ポ
ス
ト
を
占
め
る
と

い
う
こ
の
快
挙
。
ア」
れ
を
祝
賀
・激

励
せ
ず
に
い
ら
れ
よ
う
か
と
い
う

こ
と
で
、
不
肖
私
も
有
志
の

一
員

と
し
て
こ
の
祝
賀
・激
励
会
に
参
加
、

後
輩
二
人
の
栄
達
を
心
か
ら
祝
し
、

激
励
を
し
た
の
で
あ
る
。

思
え
ば
十
二
～
二
年
前
、
私
が

現
職
の
終
わ
り
頃
の
こ
と
で
あ
る
。

当
時
、徳
山
盛
彦
、仲
里
長
和
（七
期
・

具
志
堅
）
の
両
氏
は
県
教
育
庁
に

勤
務
し
て
い
た
。
職
務
が
ら
、
し
ば

し
ば
県
教
育
庁
を
訪
ね
た
私
が
耳

に
し
た
の
は
、
「
こ
の
両
氏
の
ど
ち

ら
が
県
教
育
長
に
な

っ
て
も
お
か

し
く
な
い
」
と
い
う
下
馬
評
で
あ

っ
た
。
高
校

の
同
期
生
同
士
が
県

教
育
界
の
ト

ッ
プ
争

い
か
、
と
感

じ
入

っ
た
も
の
で
あ
る
。

数
年
後

（私
が
退
職
し
て
三
年

目
）
予
想
に
た
が
わ
す
、仲
里
氏
が

浦
添
高
校
長
か
ら
県
教
育
長
に
な

り
、
徳
山
氏
は
県
高
校
教
育
課
長

か
ら
県
立
開
邦
高
校
長
に
出
た
。

定
年
後
、
興
南
高
校
長

↑
一年
）
を

終
え
て
、
平
成
十
二
年

一
月
か
ら

県
教
育
委
員
と
な
り
、
去
る

一
月

か
ら
委
員
長
に
就
任
し
た
。
十
有

余
年
前
の
下
馬
評
通
り
に
な

っ
た

の
で
あ
る
。

次
に
、
玉
城
昭
子
氏
に
つ
い
て

は
、
本
広
報
七
月
号

「
陸
上

こ
ぼ

れ
話
」
で
ス
プ
リ
ン
タ
ー
と
し
て

の
華

々
し

い
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹

介
し
た
が
、
そ
の
キ
ャ
リ
ア
ー
を

補
足
す
る
と
、
琉
球
大
学
体
育
学

科
を
卒
業
後
、
名
護
高
校
教
諭
で

教
職

ス
タ
ー
ト
。
一
一年
後
、
当
時

琉
大
付
属
中
学
校
と
し
て
新
設

さ
れ
た
松
島
中
学
校
教
諭

に
引

き
抜
か
れ
、
七
年
後
さ
ら
に
引
き

抜

か
れ
て
琉
球
大
学
教
官

へ
の

道
に
進
み
、
以
後
は
大
学
に
お
い

て
体
育
人
（指
導
者
）
育
成
に
専
念
。

昨
年
二
月
琉
大
教
授
を
退
官
し
、

こ
の
度
、
県
教
育
委
員
就
任
と
い

う
こ
と
に
な

っ
た
。

さ
て
、
一
一人
を
紹
介
す
る
話
が

二
人
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
半

世
紀
前
こ
の
二
人
は
北
山
高
校
生

で
あ

っ
た
。
ア」
の
頃
は
ま
さ
に
北

山
の
第

一
期
黄
金
時
代
、
因
み
に

七
期
は
二
九
名
、
人
期
は
三

一
名

が
琉
大
に
進
学

（人
期
は
こ
れ
に

国
費
留
学
生
二
名
が
加
わ
る
）
し

て
い
る
。
話
題
の
二
人
も
共
に
琉

大
に
進
学
し
、
教
職
に
就
い
た
が
、

そ
の
後
の
研
鑽
、
挙
げ
た
実
績
が

高
く
評
価
さ
れ
、
周
囲
の
信
頼
を

得
て
県
教
育
界
の
リ
ー
ダ
ー
に
栄

進
し
た
も
の
と
、
そ
の
努
力
と
精

進
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
る
。

こ
れ
ら
二
名
の
今
日
あ
る
を
思

う
と
き
「黄
金
期
、
い
ま
甦
る
」
の

感
を
深
く
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら

た
め
て
北
山
高
校
草
創
期
の
諸
先

生
方
の
偉
大
さ
を
思
う
。
そ
し
て

こ
の
二
人
が
揃

っ
て
琉
大
出
で
あ

る
こ
と
に
思
い
を
致
す
と
き
、
車

創
期
の
諸
先
生
方
が
深
く
敬
愛
し

て
い
た
我
等
が
郷
上
の
教
育
界
の

二
大
巨
匠
、仲
宗
根
政
善
・与
那
嶺

松
助
両
先
生
の
遺
徳
が
い
ま
さ
ら

の
よ
う
に
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。

万」上
山

口

一想

（続
編
）落
ち
穂
拾
お

記
三

）

―
貢
金
期

こ
こ
に
甦
る
―

玉城氏   徳山氏仲里氏
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今録紅章言 会設立§存す

村
商
工
会
の
設
立
三
十
周
年
記

念
式
典
と
、
祝
賀
会
が

一
月
二
十

九
日
、
商
工
会
館
で
開
か
れ
、
商
工

会
員
ら
百
人
が
出
席
し
て
、
設
立

三
十
周
年
の
節
目
を
祝

っ
た
。

宮
城
康
吉
商

工
会

長

は

「
き

び
し

い
社
会
情
勢

で
は
あ
る
が
、

村
行
政
、
地
域

と
協

力
し
な

が

ら
村

の
発
展
に
尽
く
し
て
行
き

た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
仲
里
吉
徳

村
長
は
、
「
二
十
周
年

の
機
会
に

よ
り

一
層
活
力
あ
る
商

工
会
づ

く
り
に
励

ん

で
ほ
し

い
」
と
述

べ
た
。

式
典

で
は
、
歴
代

の
商

工
会

長
や
役
員
ら
の
功
労
者
表
彰
も

あ

っ
た
。
ま
た
祝
賀
会

で
は
村

内

の
琉
舞
道
場
や
商

工
会
員
に

よ

る
余

興

が
披
露

さ
れ
、
一二
十

周
年
に
花
を
添
え
た
。

＞
〓
一十
年
の
歴
史
を
語
る

宮
城
康
吉
村
商
工
会
長

二
重
県

の
「
伊
賀

の
星

モ
ク

モ
ク

７

７
‥

Ａ
」
の
社
員

百

二
十
人
が

本
材

で
実
派

レ
中
央
公
民
館
で
楽
し
く

「今
帰
仁
料
理
」
を
味
わ

っ
た

農
産
物
の
生
産
、
販
売
、
農
業
体

験
な
ど
全
国
的
に
人
気
を
呼
ん
で

い
る
二
重
県
の
「伊
賀
の
里

モ
ク

モ
ク
手
づ
く
リ
フ
ァ
ー
ム
」
の
社

員
百
二
十
人
が

一
月
十
九
日
、
本

村
を
訪
ね
、
村
議
員
、
商
工
会
員
ら

と
交
流
を
深
め
た
。

昨
年
五
月
、
村
議
会
経
済
工
務

委
員
ら
が
視
察
研
修
を
し
た
縁
で

今
回
の
交
流
が
実
現
し
た
。
同
フ
ァ
ー

ム
は
、
全
国
か
ら
年
間
五
十
万
人

が
訪
れ
、
一二
十
億
円
の
売
り
上
げ

が
あ
る
と
い
う
。

一
行
は
、
村
営
闘
牛
場
で
迫
力

あ
る
聞
牛
を
観
戦
し
た
後
、
中
央

公
民
館
で
沖
縄
在
来
の
豚
「ア
グ
ー
」
、

す
い
か
な
ど
村
の
特
産
品
を
生
か

し
た
昼
食
を
味
わ

っ
た
。

今
帰
仁
城
跡
を

様
々
な
視
点
か
ら
検
討

「東
ア
ジ
ア
の
城
郭
遺
跡
を
比

較
し
て
」
を
去
―

マ
に

一
月
十
七

日
、
世
界
遺
産
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「グ
ス
ク
文
化
を
考
え
る
ス
主
催
・

今
帰
仁
村
、
村
教
委
、
名
護
市
、
市

教
委
）が
名
護
市
民
会
館
で
開
か
れ
、

県
内
外
の
研
究
者
や
関
係
者
ら
約

世
界
遺
産

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

六
百
人
が
参
加
、講
演
・デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

記
念
講
演
で
今
帰
仁
城
跡
調
査

研
究
整
備
委
員
長
と
し
て
長
年
か

か
わ

っ
た
坪
井
清
足
さ
ん
は
、
城

跡
内
の
大
庭
を
含
め
い
ろ
ん
な
郭

が
未
調
査
で
あ
り
課
題
が
多
い
と

話
し
、
本
土
に
な
ら

っ
て
専
門
家

を
統
合
し
た

「グ

ス
ク
研
究
所
」

を
設
立
す
る
よ
う
提
案
し
た
。

琉
球
。沖
縄
の
歴
史
文
化
に
関

す

る
著
書
な
ど
も
執
筆
し
て
い

る
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
大
学
教
授
、
ヨ
ー

ゼ

フ
・
ク
ラ
イ
ナ
ー
さ
ん
は
講
演

で
、
中
世
の
地
図
に
は
日
本
本
土

よ
り
も
琉
球
列
島
が
く
わ
し
く

描
か
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
た
歴
史
を
述
べ
た
。

三
日
目
の
十
八
日
は
「今
帰
仁

城
跡
周
辺
遺
跡
め
ぐ
り
」
が
行
わ

れ
、
県
内
外
か
ら
約
二
百
人
が
参

加
。
村
歴
史
文
化
セ
ン
タ
ー
を
出

発
し
、
城
跡
内
の
石
積
の
様
子
や
、

ノ

ロ
殿
内

の
火

の
神

の
祠
な
ど

を
見
学
し
た
。

▲村文化財係の説明を
熱心に聞く参加者

▲600人が参加した
名護市でのシンポジウム



九
氏
が
村
民
に
感
謝

れ
、
Ｊ・Ｄ

こ
れ
ま
で
地
方
自
治
や
教
育
、

文
化
な
ど
各
分
野
で
の
功
績
に
よ

り
叙
勲
を
受
章
し
た
方
々
を
た
た

え
る
祝
賀
会
と
県
教
育
委
員
に
就

任
し
た
お
二
人
の
激
励
会
が
二
月

五
日
、
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
、
親
族
ら
約
二
百
人
が

祝
福
、
激
励
に
か
け
つ
け
た
。

祝
賀
会
で
仲
里
吉
徳
村
長
は
、
「皆

様
は
村
民
の
か
が
み
と
も
言
う
べ

き
立
派
な
方
々
で
す
。
村
に
誇
り

を
も

っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活

躍
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

叙
勲
受
章
祝
賀
会

県
教
育
委
員
就
任
激
励
会

受
章
者
の
上
間
博
安
氏
（崎
山
）

は
デ
」
の
受
章
は
、
村
民
の
お
か
げ

み
ん
な
に
感
謝
し
た
い
」
と
喜
び

を
語

っ
た
。
ま
た

一
月
か
ら
県
教

育
委
員
長
に
就
任
し
た
徳
山
盛
彦

氏
（運
天
）は
「村
出
身
の
立
派
な
先

輩
方
の
恩
は
忘
れ
な
い
。
村
の
教

育
の
た
め
に
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

叙
勲
の
受
章
者
と
、
県
教
育
委
員

に
就
任
し
た
方
々
は
次
の
と
お
り

△
西
平
守
儀
氏
（天
底
、
那
覇
市

在
住
、
瑞
宝
章
）△
仲
宗
根
健
三
氏

（与
那
嶺
、
那
覇
市
在
住
、
瑞
宝
章
）

△
上
間
正
仲
氏
（運
天
、
瑞
宝
章
）△

上
間
博
安
氏
（崎
山
、
旭
日
章
）△
仲

宗
根
武

一
氏
（今
泊
、
瑞
宝
章
）△
山

城
正
氏
（兼
次
、
藍
綬
褒
章
）△
宮
里

政
林
氏
（越
地
、
那
覇
市
在
住
、
黄

綬
褒
章
）

□
徳
山
盛
彦
氏
（運
天
、
那
覇
市

在
住
、
平
成
十
六
年

一
月
県
教
育

委
員
長
）□
玉
城
昭
子
氏
（兼
次
、
那

覇
市
在
住
、
平
成
十
六
年

一
月
県

教
育
委
員
）

『
新

し

い

ス
ポ

ー

ツ

ク

ラ

ブ

で

む

ら

お

こ

し

』
を

テ

ー

マ
に
む

ら
お

こ
し

ス
ポ

ー

ツ

講
演
会
（
主
催
【
日
本
体
育
協
会
・

ス
ポ

ー

ツ
ク

ラ
ブ

な
き
じ
ん
）

が

一
月

二
十

八
日
、
村

コ
ミ

ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。

総
合

型

地

域

ス
ポ

ー

ツ
ク

ラ
ブ

を
多

く

の
方

に

理
解

し

て
も

ら

お

う

と
講

師

に

は
篠

崎
豊
氏
（
ス
ポ

ー

ツ
＆
文
化
イ

ス
ポ
ー
ツ
語
演
会

ベ
ン
ト
協
議
会
代
表
幹
事
）
と

尾
尻
義
彦
氏
（
琉
球
大
学
保
健

学

科
講

師
）
を
迎

え
、
人
云
場

に

は
多
く
の
村
民
が
詰
め
か
け
た
。

講

演

の
は

じ

め

は
尾

尻
先

生

か
ら

「
総
合
型
地
域

ス
ポ

ー

ツ

ク

ラ
ブ

」
の
意

義

に

つ
い

て

説

明

が

あ

り

、
そ

の
後

本

村

の
豊

か
な
自

然

を
生

か

し

た

「
今

帰

仁

ウ

ォ
ー

キ

ン
グ

む

ら

構

想

」
の
提

案

が

な

さ

れ

た
。
引

き

続

き

篠

崎

先

生

か

ら

は

、
全

国

各

地

の

ク

ラ

ブ

創

設
事

例

を
交

え

な

が
ら

地

域

型

ス
ポ

ー

ツ
ク

ラ
ブ

の

成
功

の
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
助
言
。

「
自

分

た

ち

の
手

で
創

造

し

よ

う

と

い
う
強

い
意

欲

と
責

任

を

持

ち

、
ク

ラ
ブ

の
事

業

性

を

重

視

し

、
し

っ
か

り

と

し

た
経

営
感

覚

を
持

っ
て
運

営

に

あ

た

る

こ

と

が

大

切

」

と
聴
衆
者
に
熱
く
語
り
か
け
た
。

（同
事
業
は
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
ｔ
ｏ
ｔ
ｏ
の

助
成
を
受
け
実
施
し
て
い
ま
す
。
）

▲多くの親族がかけつけた祝賀会、激励会

た
，
諄
”
刺

・引
口
，
Ｊ一恵

・さ

ャ

ｉカれこ〕

ニ
キ
一　
　
■
＝
ノ

祝＼，中‥‥‥‐一（

」ぢ
一ギ
コ

本
部
地
区
防
犯
協
会

の
創
立
五
十

周
年
を
祝
う
記
念
式
典
、
祝
賀
会
が
二

月
十
二
日
、
本
部
町
会
館
で
行
わ
れ
、

関
係
者
約
二
百
人
が
節
目
を
祝

っ
た
。

同
協
会
は
、
五
十
周
年
の
記
念
事
業

と
し
て
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図
る
目

的
で
、
今
帰
仁
村
、
本
部
町
な
ど
に
五

基
の
防
犯
塔
を
設
置
。
五
十
年
の
活
動

を
ま
と
め
た
記
念
誌

の
出
版
も
予
定

し
て
い
る
。

田
中
英
治
防
犯
協
会
長
は
、
「犯
罪

が
凶
悪
化
、
低
年
齢
化
、
多
種
多
様
化

し
て
い
る
が
地
域
と
連
携
し
て
、
安
全
、

安
心
な
町
、
村
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
」

づ

節
副

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

式
典
で
は
歴
代
会
長
な
ど
五

十
個
人
、
八
団
体
、
十
四
事
業
所

に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

地区防犯協会

記念式典 1祝 ▼ミ会

鶴 本部
立5o周年

▲功績のあった多くの方々に感謝状が贈られた。

鬱004年)平成16年 3月 1日 広 報 な き じん 6



バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

村
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
二
十

回
村
バ
ス
ケ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
二
月
十
五
日
、
村
民
体
育
館

で
開
か
れ
、
七
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

決
勝
戦
は
前
大
会
の
優
勝
テ
ー

ム
、
マ
テ
ィ
エ
ー
ル
を
下
し
て
波

に
乗
る
ス
ポ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
チ
ャ

レ
ン
ジ
と
前
回
の
準
優
勝
テ
ー
ム
、

ジ
ャ
パ
ナ
ー
ズ
の
対
戦
と
な
り
若

さ
で
勝
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
序
盤
か

ら
得
点
を
重
ね

一
〇
三
対
六
六
の

大
差
で
ジ
ャ
パ
ナ
ー
ズ
を
振
り
切
っ

て
優
勝
を
飾

っ
た
。

＜
リ
ン
グ
下
で
ボ
ー
ル
を

奪
い
合
う
決
勝
戦

レ

ス
ペ
シ
ャ
ル
の
部
で

優
勝
し
た
北
山
高
ペ
ア

第
十

一
回
沖
縄
県
高
校
新
人

駅
伝
競
走
大
会
が

一
月
二
十
六
日
、

村
運
動
公
園
を
発
着
点
と
す
る

本
部
町
折
り
返
し

コ
ー

ス
で
行

わ
れ
た
。

二
十

二
校
が
参
加
し
た
男
子

の
部
は
、
連
覇
を
狙
う
地
元
北
山

高
校
が
レ
ー

ス
後
半
追

い
上
げ

た
も
の
の
、
ト

ッ
プ
と

一
分
十

二

秒
差

で
惜
し
く
も
優
勝
を
逃
が

し
た
。
女
子
は
、
日
標

の
八
位
入

賞
に
届
か
ず
十

二
位
と
い
う
結

果
に
終
わ

っ
た
。

な
お
、
男
子
の
部
は
北
部
農
林

が
二
時
間
二
十
分
十
八
秒
で
初
優

勝
。
女
子
の
部
は
豊
見
城
南
が

一

時
間
十
六
分
二
十
三
秒
の
大
会
新

記
録
で
優
勝
を
飾

っ
た
。

チャレンジが

優 腑

新
春

一
月

二
十
五
日
新
春
交
流
バ

ド

ミ
ン
ト

ン
大
会
（主
催

・
⑪
日

本
体
育
協
会

，
ス
ポ

ー

ツ
ク

ラ

ブ

な

き
じ

ん
）
が
村

民
体

育
館

で
開
か
れ
た
。

今
大
会
は
ジ

ュ
ニ
ア
（小
学
高

学
年
～
中
学
生
）、
一
般
（高
校
生

以
上
）、
ス
ペ
シ
ャ
ル
（経
験
者
）
の

二
部
門
に
二
十

四
ペ
ア
が
出
場

新
春
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
交
流
大
会

し
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

各
部
門

の
優
勝
チ
ー
ム
は
次

の

と
お
り

△
ジ

ュ
ニ
ア
・
田
港
萌
花
（天
底
）、

石
川
舞
子
（渡
喜
仁
）

△

一
般
・真
喜
志
康
政
（渡
喜
仁
）、

前
川
達
次
（名
護
）

△
ス
ペ
シ
ャ
ル
・堀
真

ズ
北
山
高
）、

玉
寄
涼
（北
山
高
）

村パスケットフェスティパル毯諸
ｏ
べ
，
が

数
戦
毛
屁
田

▲花の1区を走る仲里陽介選手

(左から2番目)

▲ 12位でゴールする金城見徳子選手 ▲2位でゴールするアンカーの平良和之選手

北
山
（男
子
）連
覇
な
ら
す
、

情
し
く
も
準
優
勝
県
高
校
新
人
駅
伝
大
会

鶴沖縄県 伝競走大会
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ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

古
芋
剤
烏
に
初
上
睦

―
小
型
な
が
ら
大
き
な
月
―

＞
刈
取
り
作
業
を
す
る

小
型
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

村
で
は
、
さ
と
う
き
び
農
家

の

高
齢
化
に
伴
う
収
穫
作
業

の
省

力
化
、
機
械
化
作
業
体
系
の
確
立

に
よ
る
規
模

の
拡
大
と
生
産

の

向
上
を
図
る
た
め
、
平
成
二
年
度

か
ら
平
成

四
年
度
に
か
け
て
さ

と
う
き
び
作
低

コ
ス
ト
化
推
進

緊
急
対
策
事
業
等

で
中
型

ハ
ー

ベ
ス
タ
ー
を
三
台
導
入
し
た
。

ま
た
平
成
十

二
年
度
農
業
生

産
総
合
対
策
条
件
整
備
事
業
に

よ
り
小
型

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
を
導

入
し
、
農
家
の
需
要
が
よ
り
高
ま
っ

た
。
そ
れ
に
よ
り
平
成
十
五
年
度

で
同
事
業
に
て
二
台
を
追
加
し
た
。

今
ま
で
の
ハ
ー

ベ
ス
タ
ー
に

よ
る
刈
取
り
は
本
島
だ
け
で
行

わ
れ
て
い
た
が
古
宇
利
区
で
も

利
用
し
た
い
と
の
気
運
が
高
ま
り
、

平
成
十

四
年
に
農
事
組
合
法
人

古
宇
利
さ
と
う
き
び
振
興
組
合

を
設
立
し
、
今

回

一
台
導
入
、
ま

た

一
台
は
農
協

で
導
入
す

る
運

び
と
な

っ
た
。

今
期
古
宇
利
区
で
の
さ
と
う

き
び

の
生
産
見
込
が
二
、
四
四
五

ト
ン
で
、
う
ち
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
刈

取
り
の
申
込
が
、
六
百
ト
ン
で
あ
っ

た
。
組
合
で
は

「更
に
申
込
み
が

あ
り
、
今
後
機
械
化
作
業
体
系
が

確
立
さ
れ
、
さ
と
う
き
び

の
面
積

拡
大
に

つ
な
が
る
。
」
と
自
信
を

深
め
て
い
る
。

越
地
山
芋
同
好
会

越
地
区
の
旧
正
月
の
風
物
詩
と
な

っ
た
越
地
山
芋
同
好
会
（玉
城
政
治

会
長
、
人
ボ
員
十
七
名
）に
よ
る
山
芋
ス
ー
ブ

（勝
負
）
が

一
月
二
十

二
日
同

区
の
上
間
正
秀
氏
宅
で
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
。

今
年
は
会
員
十
四
名
が

一
年
間
丹
精
込
め
て
育
て
た
山
芋
を
出
品
、
ハ
ロ

計
三
百
キ
ロ
の
収
穫
に
な

っ
た
。
優
勝
し
た
の
は

一
株
か
ら
二
十
七
キ
ロ

収
穫
し
た
平
良
尊
俊
さ
ん
（越
地
二
六
〇
）。

三
十
四
キ
ロ
を
掘
り
出
し
三
位
に
な

っ
た
営
山
清
廣
さ
ん
（越
地

一
四
）

は
ぼ
本
員
が
栽
培
方
法
を
学
び
努
力
し
て
年
々
収
穫
量
が
ふ
え
て
い
る
」

と
笑
顔
で
話
し
た
。

山
城
さ
ん
、
与
那
さ
ん
、

今
泊
ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ
れ
る

県
野
球
連
盟
北
部
支
部

県
野
球
連

盟
北
部
支
部

の
創
立

三
十

周
年

記
念
式

典
が

一
月
八
日
、
名
護
市

の
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
羽
地
支
店

で
開
か
れ
、
同
支
部

の
発
展
に
尽
力
し
た
会
員
ら
に
表

彰
状
を
贈
り
功
績
を
た
た
え
た
。

小
橋
川
松
晋
支
部
長
は

「
今
後
と
も
地
域

の
皆
様
と

密
接
な
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
北
部

の
野
球
界

の
発
展
、

技
術

の
向
上
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

村
関
係
で
表
彰
さ
れ
た

の
は
次

の
と
お
り
。

〔
北
部
学
童

野
球

の
発
展
向
上

に
尽
力
し
た
功
績
〕
山

城
利
和
（今
帰
仁
ジ

ュ
ニ
ア
監
督
▼
与
那
勇
（夢

天
使
監

督
Ｘ
連
盟

の
発
展
運
営

に
協
力
し
た
ク
ラ
ブ

チ
ー

ム
〕

今
泊
ク
ラ
ブ
（仲
宗
根
武
志
監
督
）

一
一二
一ヤ
」

▲旧正月を楽しく過ごした越地山芋同好会

労働安全衛生法に基づく

醤 種 免 許 試 験 案 内

※このほかに13種類の試験を行つています。

問い合わせ先/九州安全衛生技術センター

〒8390809福岡県久留米市東合川5丁 目9番3号 TEL0942 43 3381

試 験 の 種 類
上  期  日  程

4月 5月 6月 7月 8月 9月

二級 ボイ ラー技士 20 11 10・ 22 13 2 13

ク レ ー ン 運 転 士 21 17 9 7 10 9

移動式クレーン運転士 7 13 15 14 2

衛 生 管 理 者 22 25 16 6。 21 9 7

潜   水   士 8 15

(2004年)平成16年 3月 1日 広 報 な き じん 8
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期 日:3月 20日 (土)午後2時～
場 所 :村コミュニティセンターホール
受講者定員 :親子15組 (30名 )定員に達し次第しめ切ります。

受講料 :無料

申し込み:3月 16日まで(社協56-4742まで)
主 催 :今帰仁村社会福祉協議会

親子ふれあい
陶芸教皇

観経蔵急車運用聞
本部町・今帰仁村消防組合、今帰仁分遣所に新しい救急車、

高規格救急車が導入され、平成 16年 1月 9日 から運用開始

しています。

高規格救急車とは、救急救命士による3点行為 (除細動・

気道確保・輸液)が出来る救急車です。

1除細動とは、痙攣している心臓に対し、電気を流し元の
状態に戻す

2気道確保とは、肺に酸素を取り入れやすいようにする

3輸液とは、一般に言われている点滴

※救急車を正しく利用しましょう

敷急敷命土誕生
本部町今帰仁村消防組合に7人 目の救急救命士が誕生

しました。6ヶ 月間の救急救命士の研修を終え晴れて国家

試験に合格しました。

松 田 聡  今帰仁村運天出身

6ヶ 月間の研修を終え、そこで得た

知識・技術を活かし、一生懸命がん

ばります。

＞
今
帰
仁
分
遺
所
に

導
入
さ
れ
た
高
規
格

救
急
車

平成二6年度貸与巽学生の募集について

1応募資格 :

(1)日 本国籍を有し、沖縄県内に本籍または住所を有する者の子

弟で、次のいずれかに該当する者

①平成16年度に沖縄県内の高等学校に入学する沖縄県出身の生徒

②国内の大学、大学院、専修学校専門課程、高等専門学校に在学する

者若しくは平成16年度に入学する者

(2)沖縄県出身海外移住者の子弟で、主たる住所を海外に有し、

県内大学、大学院に在学する者

2採用予定人数 :1 高校生………………………45人程度
2 大学生……………‥……Ⅲ180人程度
3 大学院生……………………10人程度
4 専修学校生中………………14人程度
5 高等専門学校生………………若干名
6 沖縄県出身海外移住者子弟…若干名

3募集期間 :平成 16年 3月 19日 (金)～平成 16年 4月 16日 (金 )
(郵送の場合も4月 16日 必着)

4問い合わせ :

〒9000034沖 縄県那覇市東町 沖縄県那覇東町会館 7階

沖縄県国際交流・人材育成財団 奨学係
電話 :098-941 6744 FAX:098-941-6811

学生納側

'球

寺炉Jの申請手続きを! (在学期間中の保険料を社会人になってから払うことができる制度です。)

対象となる学生は
大学 (大学院)、短大、高等学校、高等専PE学校、専修学校および各種学校※その他の教育施設の一部に在学する20歳以上の学
生等※であつて、学生本人の前年の所得が68万円以下※であること。

学生納付特例の承認を受けた期間は

学生納付特例の承認期間中に、万―の事故や病気などで障害が残つたときでも、一定の要件を満たしていれば「障害基礎年金」
が受けられます。

学生納付特例の承認を受けた期間|よ老齢基礎年金を受けるための期間に算入されますが、年金額の計算には入りません。

学生納付特例期間の保険料|よ、10年以内であれば追納できます。(さかのぼつて納められます。)将来受け取る老齢基礎年金
の受給額に算入されます。

学生の方で収入がなく、国民年金保険料が納められない !

申確手続きに必要なもの

①学生証(コ ピー可)または在学証明証
②年金手帳
③ E日かん

(本人が署名する場合は、押E日は不必要です)
・雇用保険被保険者離職票(コピー可)
・雇用保険受給資格者証(コピー可)
等もあわせて添付してください。

4月より受付開始
承認期 F日]は、4月 (または申請月の前月)か ら翌年の3月 までです。
4月 から制度の適用を受けたい方は、5月 末までに申請してください。

申請手続きは、今帰仁村役場福祉課国民年金担当係で

(TEL56‐4189)
在学期間中は、毎年申請手続きが必要です。
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加者募

期  日 3月 21日 (日 )
(毎月第3日曜日開催 )

集合受付 午前フ時、保健センター

88寺 30分～98寺気功法で整理体操を行います。
※注  意 1.軽装で必す帽子着用

2水筒持参でお願いします。
・コースは会場 (保健センタ下)で説明

主催。今帰仁村役場 主管・保健予防課

問い合わせ先 保健センター (島袋 )
TEL56‐ 1234

ι〕了
T健康ウオーキ

勢8ロ

スター ト 午前7時 15分
距  離 約3km～8Km
解  散 午前9時

村には督様の機々な悩みにお督えするための

相談惑口約1あります。相談は無料で秘密は

守られます。お気軽に晉相談下さい。

◎法律相談

(相談員)

◎行政相談

(相談員)

◎人権相談

(相談員)

玉城嵩男 弁護士

新垣 侃 TEL56-3148

謝花勝子

三輪茂穂

新城 元
上間悦子

TEL56-2フ 16
TEL56-519フ
TEL56-3640
TEL56-3254

７
」

と

と

き 平成16年3月 17日 (水)午前10隋～午後3時
ろ 村コミュニティセンター

ｇ

β

今
回
は
、０
歳
児
か
ら
３
歳
児
の
子

を
持
つ
母
親
を
対
象
に
し
た
「
フ
レ
ツ

シ

ュ
マ
マ
教
室
」
を
紹
介
し
ま
す
。

写
育
て
は
、
楽
し
い
事
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
よ
ね
？

毎
日
の
育
児
は
、大
変
な
こ
と
も
た

く
さ
ん
あ
る
も
の
で
す
。

育
児
の
忙
し
い
毎
日
の
中
で
「
家
事

や
育
児
に
追
わ
れ
自
分
自
身
の
時
間

が
な
い
！
」

「リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
が
欲
し
い
‥

ピ

「
自
分
自
身
を
見

つ
め
直
し
た
い
」
と

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

こ
の
教
室
は
、
そ
う
考
え
て
い
る
母

親
の
た
め
の
教
室
で
す
。

優
し
い
音
楽
が
流
れ
、
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
た
雰
囲
気
の
中
で
様
々
な
心
の
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
す
。教

室
の
内
容
は
、参
加
し
て
の
お
楽
し
み
で

す
。〈
フ
年
度
も
十
０
名
の
方
が
参
加
し
、

７
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
な
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。

村
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
フ
レ
ツ
シ
ュ

マ
マ
教
室
だ
け
で
な
く
、乳
幼
児
の
子
を

持
つ
親
の
た
め
の
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。村
広
報
、乳
幼
児
健
診
等
で
随
時

紹
介
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

育
児
伸
間
、

こ
の
指
と
～
ま
れ
！

日
頃
、
部
屋
で
過
ご
す
事
が

多

い
親
子
の
皆
さ
ん
、
を飛
分
転

換
に
ち
よ
っ
と
外
に
出
て
み
ま

せ
ん
か
？
「
子
供
と
気
軽
に
遊

べ
る
場
所
が
欲
し
い
名

ゆ
ん
た

く
仲
間
を
作
り
た
い
」
と
考
え

て
い
る
方
、ぜ
ひ
保
健
セ
ン
タ
ー

を
こ
利
用
下
さ
い
。

お
も
ち

ゃ
や
、
絵
本
も
あ
り

ま
す
よ
―

場

所
　
〈
謡
狸
Ｌ
摺
ぬ
怪
ヒ
ン
タ
ー

開
放
日
　
毎
週
月
曜
日

午
前
十
時
～

午
後
四
時

お
問
い
合
わ
せ
電
話
５
６
１
１
２
３
４

フレッシュママ教室の様子

。育児が楽しくなりそう、毎回参加して

楽しかつた。リラックスできた。

・子育て中の仲間と会話ができ、良かつた。

知り合いもできた。他の母親にも教えてあIザたい。

・教室に参加してリフレッシュできた。

などなど“。。

参額香e感報
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3月 /弥生
○健康相談 (&30～ 1130) ○第 8回 l′(と

t康ウォーキングの集い (■ 00～ )

○健康相談 (a30～ ■30)

リハ

○心配ごと (13:30～ 16:30コ ミセン) ○今婦仁小、兼次小卒業式

○離乳食実習 (la30～ ) ○心配ご ～16:30コ ミセン)

(1000～ 湧川公民館)

○おもちゃ図書館 (aoo～ 1200コ ミセン)

○人形劇「あやうしズッコケ探検隊J(1&30～ コミセン) ○おもちゃ図書館 徹00～ 1200コ くセン)

ORl康相談 (&30～ ■30) ○子ども会20周年記念イベント (930～ 運動公園)

○ゆいま―る (与那嶺) ○健康相談 (&30～ 11お 0)

○心配ごと相談 16:30コ ミセン) F  ｀

○ゆいま―る (諸志) ○心配ごと相談 (1330～ 1630コ ミセン)

4月 //卯 月
○おもちゃ図書館 (900～ 1多00コ ミセン)

○今帰仁中卒業式

○ゆいま―る (仲尾次 )

10:30～

○ゆいま―る (運天)

リハビリ
○心配ごと相談 (1&30～1&30コ ミセン)
いま― コミセン
ア

○ゆいま―る (今泊) Ol′d:康相談 (&30～ 1130)

ヽヽ

○操体法 (1900～ 1勇川公民館)

○おもちゃ図書館 (900～ 1200コ ミセン) ○湧川小、古宇利小入学式 (午前)
コミセン

21目

28日

14日

20土

デ
」

寄
　
付

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
仲
宗
根
護
さ
ん
（今
泊
三
〇
八
〇
）よ
り
母
、
ウ
シ
様
の
香

典
返
し
と
し
て
十
万
円

村
育
英
会

ヘ

○
宮
里
政
林
さ
ん
（那
覇
市
壺
屋
二
上

四
上
≡

一、
越
地
出

身
）よ
り
叙
勲
受
章
を
記
念
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

専どtた;
宰.まれ～!!

▼

今帰仁村子ども会結成20周年記念イベント

い つ :平成 16年 3月 28日 (日 )ごぜん9:30よ り
どこで :今帰仁村運動公園

だれが :今帰仁に住ぬ小学生以上の子どもたち

(※中高生のボランテイアスタッフ募集中)

く内容〉

・走つて転んでGoゴゴー ! ・空き缶タワー ・海辺のクラフ ト
・みんなでマキマキ“50mのおすし作りに挑戦"
。おいしいゆしどうJ31にパザーもあるよ !

主催 :今帰仁村子ども会育成連絡協議会

く連絡先〉

今帰仁村教育委員会

56-2645
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ワーJ毬

と

＞
島
海
音
頭
を
披
露
す
る
酒
田
市
の
皆
さ
ん

沖
縄

の
歴
史
。文
化
を
学
び
な

が
ら
、
今
帰
仁
村
民
と
交
流
を
続

け
て
い
る
山
形
県
の
「リ
ゾ
ー
ト

大
学
沖
縄
・酒
田
村
ス
庄
司
茂
団
長
）

の

一
行
十

二
名
が

一
月
十
九
日
、

本
村
を
訪
れ
た
。

翌
日
に
は
、
今
帰
仁
城
跡
や
文

化
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
ゆ

っ
く
り

と
見
学
。
そ
の
後
、
梯
梧
荘
で
歓

迎

の
パ
ー
タ
ィ
ー
が
和
や
か
に

開
か
れ
、
新
里
直
子
琉
舞
道
場
や

商
工
会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「琉

球
の
舞
踊
」
を
楽
し
ん
だ
。

ま
た
、
与
那
嶺
区
公
民
館

で
、

ゴ
ー
ヤ
ー
チ
ヤ
ン
プ

ル
ー
な
ど

の
琉
球
料
理
づ
く
り
に
挑
戦
し

た
後
、
今
泊
区
の
福
木
並
木
や
乙

羽
岳
森
林
公
園
を
散
策
、
仲
宗
根

区
民
と
の
交
流
会
も
行
わ
れ
た
。

持ち帰 たし 」
リゾート大学沖縄・酒田村

くミレ
今
帰
仁
城
跡
で
記
念
撮
影

団

長

の
庄

司

茂

さ

ん

は

「
皆

さ

ん

の
温

か

い
も

て
な

し

に
感

激

し

た
。
長

寿

県

沖

縄

の

パ

ワ

ー

を

持

ち

帰

り

た

い
」
と

喜

ん

で
い
た
。

一

、
一

一一
一一
．
一
　

ヽ

■

厨
/と

ゝン
４
▼

拘解
ィ
．の＼
期

時
々
、
小
雨
が
降
る
二
月
八
日
「夜
桜
お
花

見
コ
ン
サ
ー
ト
ス
主
催
・村
青
年
団
協
議
会
）が

今
帰
仁
城
跡
で
行
わ
れ
た
。

大
庭
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
、
寒
い
中
、
村

内
外
か
ら
約
四
百
人
が
訪
れ
、
県
内
で
活
躍
中

の
「遊
遊
」
と

「そ
ら
」
の
さ
わ
や
か
な
歌
声
を

楽
し
ん
だ
。

平
郎
門
か
ら
の
両
側
の
石
段
に
は
、
共
に
コ

ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
村
青
年
会
が

今
帰
仁
中
学
校
の
生
徒
に
協
力
し
て
出
来
上

っ
た
四
百
個
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
灯
ろ
う
が

＞
こ
の
日
の
た
め
に
つ
く
っ
た

曲
を
歌
っ
た
「そ
ら
」

一
つ
ず

つ
灯

さ
れ
た
。

村

青

年

会

長

の
比

嘉

均

き

ん

は

「
天

候

が

悪

く

心

配
だ

っ
た
が
、

生

徒

た

ち

と

一
緒

に

楽

し

ん

だ

。
毎

年

計

画

し

て

い

き

た

い

」
と

話
し
た
。

―メジロ科―

全国で 6亜種に分類され、本島等で生息しているリュウキ
ュウメジロは最も小型で、脇や胸が自っぱく赤褐色にならな
いことで本土のメジロと識別でき、舌の先がブラシ状で花の

蜜を吸うために適した構造になっています。

目のまわり(アイリング)が白いことから目白と臓子イ濠体白く細い

羽毛が2～ 3重に生えくちイぎし側で切才してC状になっています。
他に南北大東島にダイ トウメジロが生息し、また、メジロ

科ではありませんが小笠原にはメグロが生息しています。

メジロは村内いたる所で見られ、かご鳥として馴染みの

ある鳥ですが飼養には村長の捕獲許可、飼養許可が必要です。

観察地 (村内各地 )

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智 )

シリ‐ズ今婦    ち鬱
メジロ

今泊


